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「コノ～ノニ」と形容詞のコロケーション
―コーパスによる共起表現の考察―

家田　章子

キーワード　のに、共起、指示詞、形容詞、コーパス

１．はじめに

　接続表現の「ノニ」には、「コノ暑いノニ」や「コノ寒いノニ」などの不連続

なコロケーションが観察される。これらのコロケーションに現れる「ノニ」の

「ノ」は形式名詞の「ノ」であるという分析もある（中溝（２００２））が、電子化

資料を用いてこの表現を分析すると興味深い共起関係を見いだすことができ

る。本稿では電子化資料を用いて指示詞と形容詞、形容詞と接続表現における

共起のしやすさを見ることにより、このコロケーションの分析を試みる。

２．先行研究

　中溝（２００２）では、「ノニ」の「ノ」が形式名詞であると分析されている。ノ

ニ節内で指示する名詞を伴わずに指示詞コノが用いられうることにつき、３つ

の例文を挙げて以下のように説明している。

1　この暗いのに、散歩ですか。（数学）

2　この暑いのに、茶色の三つ揃いをきちんと着て、直立不動の姿勢をとっ

ていた。（一瞬）

3　この寒いのに、北海道へ金策に行ったらしいの。（太郎）

　指示される名詞の下接が必要な指示詞コノが、ノニ節では名詞なしで出

現可能な理由は、コノが指示している語が「暗い／暑い／寒い」などの形

容詞でない以上、ノが名詞相当語として機能し、コノがノを指示している

可能性、もしくは補文化辞ノによって「暗い／暑い／寒い」などの形容詞

が名詞相当の補文として文中で機能している可能性の２つがある。 
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　ノニ節では「ガ－ノ交替」が起こりうることや、「ノニ」に上接する部分が連

体修飾の性質とほぼ一致することから、「コノ」は，「暑い」ではなく「ノ」に

係っており、「ノニ」の「ノ」は名詞相当語として機能しているという前者の立

場をとっている。

３．考察の方法

　先行研究で取りあげられている「コノ暑いノニ…」という文における「ノニ」

の「ノ」が名詞相当語として考えられるべきか否かを検証し、さらに「コノ暑

いノニ…」等の表現はどのように分析されるべきかを明らかにするため、以下

の視点で分析を行う。

　（ａ）　他の指示詞（「ソノ」「アノ」）、形容詞との比較

　（ｂ）　各指示詞と形容詞の共起関係の比較

　（ｃ）　各接続表現と形容詞の共起関係の比較

　共起関係の検索は、実例に基づいた考察を行うため「青空文庫」注１）を対象に

行う。

４．他の指示詞、形容詞との比較

　「コノ｛暑い／寒い／暗い｝ノニ」という表現において「ノニ」の「ノ」は

名詞相当語であるという説明が妥当であるならば、「コノ」を他の指示詞に変え

ても文として成り立つはずである。

4　この寒いのに、北海道へ金策に行ったらしいの。（太郎）（＝2）

5？あの寒いのに、北海道へ金策に行ったらしいの。注２）

6＊その寒いのに、北海道へ金策に行ったらしいの。

4は発話時点で発話されている場所が寒いことが明白である。5は文の容認度

は低くなるが、発話時点の発話場所のことではなく、過去の時点や発話場所と

は異なる場所であると解釈すれば、非文であるとは言えない。また6は発話時

や発話場所をどのように解釈しても非文となる。動詞を省略した文や、非過去
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の文になると、「アノ」と言い換えた文の容認度は落ちる。

7　「まあ……お昼寝……この寒いのに……」（鉄鎚）

8＊「まあ……お昼寝……あの寒いのに……」

9＊「まあ……お昼寝……その寒いのに……」

0　「このくそ暑いのに何で店開けるネン」（『毎日新聞』１９９４）

!＊「あのくそ暑いのに何で店開けるネン」

@＊「そのくそ暑いのに何で店開けるネン」　

以上見てきたように、「コノ｛形容詞｝ノニ」という表現は「ソノ」「アノ」を

用いて表現することは不可能、あるいは不自然になるといえる。

　また、「コノ｛暑い／寒い／暗い｝ノニ」の表現における「ノニ」の「ノ」が

名詞相当語であるということであれば、「コノ｛形容詞｝ノニ」というように一

般化して「コノ」と「ノニ」の間にはどのような形容詞でも制限なく生起する

可能性がある。しかし、実際には非常に限られた語しか「コノ｛形容詞｝ノニ」

の｛形容詞｝の環境には生じ得ない。

#　この忙しいのにだれが手間ヒマかけて、そんな陰謀をたくらむものか。

（『毎日新聞』１９９２）

$＊この暇なのに、一日何もしなかった。

%＊このおいしいのに、はしがすすまない。

^＊この大きいのに、持ってみるととても軽い。

&＊この白いのに、あまり汚れが目立たない。

　非文となる$－&の文は、「コノ」を取れば文として普通に成り立つものばか

りである（*－¡）。これは、$－&が非文になったのは形容詞と「ノニ」の接

続の問題でないことを示している。

*　暇なのに、一日何もしなかった。

(　おいしいのに、はしがすすまない。

)　大きいのに、持ってみるととても軽い。

¡　白いのに、あまり汚れが目立たない。
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　また、形容詞の後の表現を変えれば文法的な文となる（™－∞）ことから、

「コノ」と形容詞の接続の問題も$－&が非文となる原因ではないことがわか

る。

　

™　この暇な時間をどうやってつぶそうか。

£　このおいしいパスタは人気がある。

¢　この大きい車に荷物を全部積んでください。

∞　この白いシャツをもう一枚買おう。

　

これらのことから、「コノ｛形容詞｝ノニ」の表現が成り立つ形容詞には制限が

有り、その制限は特定の形容詞と「ノニ」、もしくは「コノ」と特定の形容詞の

結びつきに起因しているのではないことが明らかになった。

５．各指示詞と形容詞の共起関係の比較

　「コノ｛形容詞｝ノニ」の表現が成り立つ形容詞にはどのようなものがある

のか、「コノ」と形容詞の共起のしやすさを、「ソノ」「アノ」と比較することに

よってその特徴を考察する。

「青空文庫」で「コノ」「ソノ」「アノ」の直後に現れる形容詞（全活用形を含

む）を検索してみると、注３）用例ははそれぞれ４４５例、９２５例、２５０例あった。注４）各

形容詞と指示詞との結びつきの強い注５）ものから順に挙げると以下のようにな

る。

§　コノ：若い、美しい、寒い、恐ろしい、長い、暑い、小さい…

¶　ソノ：美しい、白い、若い、黒い、恐ろしい、小さい、明るい…

•　アノ：若い、恐ろしい、赤い、美しい、怪しい、小さい、醜い…

「コノ」と強く結びつく形容詞のうち、「寒い」と「暑い」は他の指示詞におい

て特に強い結びつきは見られなかった。注６）これは、「コノ」が、特に「寒い」

「暑い」の形容詞と結びつきが強いことを示すといえる。

　他の指示詞との有意差はなかったものの、「寒い」「暑い」以上に「コノ」と

強く結びついている語がある。これらの語を「コノ｛形容詞｝ノニ」の表現に

当てはめてみと、以下のように全て非文になる。 
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ª＊この若いのに、仕事もしないでぶらぶらしている。

º＊この美しいのに、誰にも見せたがらないのだ。

⁄＊この恐ろしいのに、よく一人で通り抜けたものだ。

¤＊この長いのに、全然届かない。

これらのことから、「コノ」は他の指示詞に比べると「寒い」「暑い」の形容詞

と結びつきが強いことが判明した一方で、「コノ｛形容詞｝ノニ」に当てはまる

形容詞の決定要因は、「コノ」と共起する強さの順とは関係ないことが分かった。

６．各接続表現と形容詞の共起関係の比較

　「コノ｛形容詞｝ノニ」という表現の形容詞の決定要因となるもう一つの可

能性は、形容詞に後接する接続表現「ノニ」である。そこで、「ノニ」の直前に

現れる形容詞にはどのようなものがあるのかを検索すると２５０例が抽出さ

れ、注７）共起しやすい形容詞として「ノニ」と特に強く結びつくものを調べると

以下のような結果が得られる。

‹　ノニ：ない、いい、無い、寒い、よい、暑い、好い、悪い　注８）

　この結果を他の接続表現と比較して「ノニ」に特徴的な形容詞の抽出を試み

る。同じ逆接表現の「ケレド」「ケド」「ガ」に関しては、それぞれ６４例、３２例、

９２３例の実例が抽出され、「ノニ」と特に強く結びつく形容詞をその結びつきの

強さから順に挙げると以下のようになる。注９）

›　ケレド：ない、無い、いい

fi　ケド：いい、ない

fl　ガ：ない、いい、無い、やすい、好い、宜しい、早い、よい、

　　　　済まない、悪い、多い、少ない…

「ノニ」と共起しやすい形容詞の中で、他の接続表現とは特に強い結びつきが

見られなかったものは、「寒い」と「暑い」であることから、これらの二つの形

容詞は共起のしやすさについて、「ノニ」に特有であると判断できる。

この２つの表現以外の形容詞では、「コノ｛形容詞｝ノニ」のコロケーションを

形成できない。 
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‡＊このないのに、あると思っていた。

°＊このいいのに、わざわざ持ってきてくれた。

·＊この悪いのに、ちっともあやまらない。

前節と本節の考察結果から、「コノ｛形容詞｝ノニ」のコロケーション形成は形

容詞に大きな制限がある表現であり、「ノニ」文の一般的な表現として解釈する

には無理があり、むしろ「この暑いのに」「この寒いのに」という固定された表

現であると解釈するのが妥当である。

７．形式名詞の「ノ」

　ここで、もう一度中溝（２００２）で引用された用例を検証する。「コノ｛形容

詞｝ノニ」における「ノニ」の「ノ」が形式名詞であるとすると、その「ノ」

は他の名詞で言い換えられることができるはずである。この場合、「コノ｛形容

詞｝ノニ」の「コノ」は，形容詞ではなく名詞相当語としての「ノ」に係ると

いう説明は成り立っている。

‚　この暗い［時／早朝／夜中］に、散歩ですか。

-　この暑い［日／日中／さ中］に、茶色の三つ揃いをきちんと着て、直立

不動の姿勢をとっていた。

=　この寒い［時／日／季節］に、北海道へ金策に行ったらしいの。

　また、これらの「ノニ」文は「コノ」を取っても『「ノニ」の前節から導き出

される推論の結果と事実との乖離』（家田（１９９７：２２））を意図する逆接の意味

を保っていることは、以下の例文からも明らかである。これらの文においては、

中溝（２００２）が指摘しているように「ノニ」が副詞的意味（後続節の事態が生

じている状況）を持つという説明も可能である。

[　暗いの（＝夜中）に、散歩ですか。

]　暑いの（＝日中）に、茶色の三つ揃いをきちんと着て、直立不動の姿勢

をとっていた。

;　寒いの（＝日）に、北海道へ金策に行ったらしいの。

　このことを踏まえて、「コノ」と共起しやすい形容詞を、「コノ｛形容詞｝ノ
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ニ」の表現に当てはめてみる。「ノニ」を取った時に逆接の意味が成り立つとい

うことを優先すると、５．でもみたように「暑い」と「寒い」以外は全て非文

になる。

'＊この若いのに、仕事もしないでぶらぶらしている。（＝ª）

,＊この美しいのに、誰にも見せたがらないのだ。（＝º）

.　この寒いのに、コートも着ないで出ていった。

/＊この恐ろしいのに、よく一人で通り抜けたものだ。（＝⁄）

\＊この長いのに、全然届かない。（＝¤）

_　この暑いのに、クーラーがない。

+＊この小さいのに、他の競合品に機能で負けていない。

しかし、「コノ｛形容詞｝ノニ」における「ノニ」の「ノ」を形式名詞として文

法的に正しい文にすることも可能である。以下の例はいずれも「コノ」が指す

ものは、形容詞ではなく名詞相当語の「ノ」である。

{　この若いのに何か仕事をみつけてやってくれ。

}　この美しいのに見とれていたらあっという間に時間が経った。

:　この恐ろしいのに布をかけて見えないようにした。

"　この長いのに短いのを繋げば完成だ。

<　この小さいのに入るだけの荷物で旅行をした。

しかし、これらの文から「コノ」を取ってしまうと、「ノ」は例えば（　）で示

したような名詞を表してはいるが、「ノニ」を逆接の意味に解釈することはもは

や不可能となる。

>　若いの（＝人）に何か仕事をみつけてやってくれ。

?　美しいの（＝絵）に見とれていたらあっという間に時間が経った。

|　恐ろしいの（＝彫刻）に布をかけて見えないようにした。

“　長いの（＝棒）に短いのを繋げば完成だ。

‘　小さいの（＝鞄）に入るだけの荷物で旅行をした。

これらは[－;とは性格を異にするものであり、「ノニ」は逆接としてだけでな

く、副詞的な意味合いをも持たなくなる。
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８．まとめ

　本稿では、「コノ暑い／寒い／暗いノニ…」というコロケーションが「ノニ」

の「ノ」が形式名詞として分析されるのが妥当かどうかを検証してきた。検証

の結果は以下のようにまとめられる。

i） 当該表現の「コノ」は、他の指示詞「ソノ」や「アノ」と言い換えると

非文、もしくは不自然な文になる場合が多い。

ii） 当該表現の形容詞には「コノ」と結びつきの強い「寒い」「暑い」の２語

が頻繁に現れる。「コノ」との結びつきが強い形容詞でも、このコロケー

ションを形成できないものがある。

iii） 当該表現の形容詞は「ノニ」と結びつきの強い「寒い」「暑い」の２語が

頻繁に現れる。「ノニ」との結びつきが強い形容詞でも、このコロケーショ

ンを形成できないものがある。

iv） 「コノ｛形容詞｝ノニ」における「ノニ」の「ノ」を形式名詞だと解釈す

ると、「寒い」「暑い」等の特定の形容詞以外では逆接の意味も副詞的な

意味も消滅してしまう。注１０）

以上のことから、「コノ暑い／寒い／暗いノニ…」というコロケーションは、

「コノ暑いノニ」「コノ寒いノニ」という固定された表現であると考えるべきで

あり、「コノ（ソノ／アノ）｛形容詞｝ノニ」いうような形で一般化することは

適当ではないことが明らかになった。「コノ｛形容詞｝ノニ」の表現は、特殊な

コロケーションを持つ表現としてとらえられるべきであり、逆接の論理構造注１１）

で表記すると以下のようになる。

…　この暗いのに、散歩ですか。（数学）（＝1）

　　（［ｐ［この暗い］ノニ－ｑ［散歩です］］か。）

æ　この暑いのに、茶色の三つ揃いをきちんと着て、直立不動の姿勢をとっ

ていた。（一瞬）（＝2）

　　（ｐ［この暑い］ノニ－ｑ［茶色の三つ揃いをきちんと着て、

直立不動の姿勢をとっていた。］）

«　この寒いのに、北海道へ金策に行ったらしいの。（太郎）（＝3）
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　　（［［ｐ［この寒い］ノニ－ｑ［北海道へ金策に行った］らしい］］の。）

「このように（こんなにも）｛形容詞｝であるのに」という表現意図であると考

えるのが妥当であり、逆接の「ノニ」の一つであると考えられる。

　今回の考察は青空文庫（小説集）を対象としたものであるので、現代日本語

の「ノニ」全体の分析として単純に一般化することはできない。新聞やその他

の言語使用場面の観察については、今後の課題としたい。

＜注＞

１） 青空文庫の一部、名古屋大学国際言語文化研究科所有のサーバー dawnにあ

る７０５作品。「茶筌」（１９９７年２月１９日にversion１.０正式版が奈良先端科学技

術大学院大学自然言語処理学講座からリリースされた、フリーの日本語形

態素解析器）での分析によるコーパス総形態素数は８,３７０,７２０形態素である。

２） 本稿中の？は容認度の低さを示し、＊は文法的に非文であることを示す。

３） 「日本語学習辞書編纂に向けた電子化コーパス利用によるコロケーション

研究」（代表者：名古屋大学国際言語文化研究科日本言語文化専攻教授　大

曽美恵子）という研究課題の日本学術振興会・科学研究費補助金によるプ

ロジェクトの一環として、深田淳氏（パデュー大学）により開発された日

本語用例・コロケーション抽出システム（茶漉）を使用。

４） 各指示詞と共起しやすい形容詞

＜コノ｛形容詞｝＞４４５例 

期待頻度スパン頻度コーパス頻度ｔスコア形態素

０.２０２３２８１９０３５.２５３若い

０.１０２４２２９６３４.６６９美しい

０.０４６０１９４３３４.３４８寒い

０.０７１８１９６７５４.３４２恐ろしい

０.１０８０１７１０１６４.０９７長い

０.０１５１１６１４２３.９９６暑い

０.１１４６１６１０７８３.９７１小さい

０.０４１５１４３９０３.７３１怪しい

０.０４５６１２４２９３.４５１広い

０.０９９０１０９３１３.１３１暗い
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＜ソノ｛形容詞｝＞９２５例

＜アノ｛形容詞｝＞２５０例

５） 語と語の結びつきの強の判断にはtスコアを基準にした。

６） 本稿では、t-scoreが２.００以上の場合に特に強い結びつきがあると判断した。

７） 「ノニ」と前接しやすい形容詞

＜｛形容詞｝ノニ＞２５０例

期待頻度スパン頻度コーパス頻度ｔスコア形態素

０.２１２８５８９６３７.５８８美しい

０.３１１６４４１４１０６.５８６白い

０.１９７４３５８９３５.８８３若い

０.１７８８３３８０９５.７１３黒い

０.１４９２２２６７５４.６５９恐ろしい

０.０８００１９３６２４.３４１小さい

０.０６１２１６２７７３.９８５明るい

０.１３１７１６５９６３.９６７大きい

０.３９２７１６１７７７３.９０２長い

０.０８６２１５３９０３.８５１怪しい

０.１８８７１５８５４３.８２４高い

期待頻度スパン頻度コーパス頻度ｔスコア形態素

０.１１３７１１１９０３３.２８２若い

０.０４０３１０６７５３.１５０恐ろしい

０.０３７３１０６２５３.１５０赤い

０.０５７５１０９６３３.１４４美しい

０.０２３３９３９０２.９９２怪しい

０.０６４４８１０７８２.８０６小さい

０.０１００７１６８２.６４２醜い

０.０６０７６１０１６２.４２５長い

０.０１４８５２４７２.２２９鋭い

０.０５１０５８５４２.２１３高い

０.０５７４５９６１２.２１０大きい

期待頻度スパン頻度コーパス頻度ｔスコア形態素

３.０５１８６７５１０９２７.８１３ない

０.４３３９５６７２６４７.４２５いい
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８） 形態素解析では、「無い」と「ない」、「いい」と「よい」などが、文法的に

は同じであると判断される場合であっても、形態素としては、異質のもの

として別々に計算される。またその逆に、文法的には異なっていても表記

が同じであれば同じ形態素として計算される場合がある。

９） 各接続表現と前接しやすい形容詞

＜｛形容詞｝ケレド＞６４例

＜｛形容詞｝ケド＞３２例

＜｛形容詞｝ガ＞９２３例 

期待頻度スパン頻度コーパス頻度ｔスコア形態素

１１.２６７４３７６５１０９２１８.８１０ない

１.６０１９１２０７２６４１０.８０８いい

０.５５７１３５２５２６５.８２２無い

０.０３８８２５１７６４.９９２やすい

０.２６９３２３１２２１４.７４０好い

０.０６４６２０２９３４.４５８宜しい

０.１１０７１９５０２４.３３４早い

０.２１８３１９９９０４.３０９よい

０.０１７６１４８０３.７３７済まない

０.４７６３１３２１６０３.４７３悪い

０.１５０９２０２５２６４.４３８無い

０.０２５９１８４３３４.２３７寒い

０.０５９１１５９９０３.８５８よい

０.００８５１０１４２３.１６０暑い

０.０７２９９１２２１２.９７６好い

０.１２９０６２１６０２.３９７悪い

期待頻度スパン頻度コーパス頻度ｔスコア形態素

０.８１７９１６５１０９２３.７９６ない

０.０４０４７２５２６２.６３０無い

０.１１６３７７２６４２.６０２いい

期待頻度スパン頻度コーパス頻度ｔスコア形態素

０.０５５５８７２６４２.８０９いい

０.３９０６７５１０９２２.４９８ない
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１０） 他に「暗い」「忙しい」などが特定の形容詞として挙げられる。

１１） 「ノニ」文を説明するに必要な論理構造の要素は，根拠となる条件（ｐ）と

それを根拠に導き出される予想や期待といった推論の結果（ｑ），推論に反

する結果（－ｑ）である。［ｐ→ｑノニ－ｑ］で表されるが、各要素が全て

言語化されないこともある。
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０.１３０６１０５９２３.１２１多い
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０.２３０７９１０４６２.９２３ええ
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０.４１９７５１９０３２.０４８若い
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　（数学）「若き数学者のアメリカ」（p.２４）

　（一瞬）「一瞬の夏」（p.２９３）

　（太郎）「太郎物語」（p.１３９５）

『毎日新聞』のCD-ROM（１９９２年，１９９４年）

『青空文庫』「鉄鎚」夢野久作
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